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◇
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
二
一
六
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

多
様
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
法
律

（
令
和
五
年
法
律
第
六
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
政
策

統
括
官
の
職
務
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関

係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
消
費
者
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

二
一
七
号
）（
消
費
者
庁
）

１

消
費
者
政
策
課
及
び
取
引
対
策
課
の
所
掌
事
務
を
変

更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
及
び
第
一
一
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
財
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二

一
八
号
）（
財
務
省
）

１

国
税
局
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
部
の
数
を
五
八
か
ら

五
九
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
七
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
〇
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
二
一
九
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

国
土
政
策
局
及
び
同
局
総
合
計
画
課
の
所
掌
事
務
を

変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
及
び
第
六
四
条
関

係
）

２

不
動
産
・
建
設
経
済
局
並
び
に
同
局
総
務
課
及
び
土

地
政
策
課
の
所
掌
事
務
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

六
条
、
第
七
一
条
及
び
第
七
四
条
関
係
）

３

政
策
統
括
官
の
職
務
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
七
条
関
係
）

４

道
路
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
の
定
数
を
改
め
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
〇
五
条
、
第
一
一
二
条
及
び
第
一
一
三

条
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

（
政
令
第
二
二
〇
号
）（
国
土
交
通
省
）

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
一
八
号
）

の
施
行
期
日
は
令
和
五
年
一
〇
月
一
日
と
し
、
同
法
附
則

第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
同
年
七
月

一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二

二
一
号
）（
内
閣
官
房
）

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
三
二
号
）
の
施
行
期
日

は
、
令
和
五
年
六
月
三
〇
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経

過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
二
二
二
号
）（
内
閣
官

房
）

一

関
係
政
令
の
整
備

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進

に
関
す
る
法
律（
令
和
五
年
法
律
第
三
二
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）の
施
行
に
伴
い
、
関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
〜
第
四
条
関

係
）

二

経
過
措
置

１

法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
公
債

は
、
国
庫
短
期
証
券
（
第
一
、
一
三
七
回
）の
う
ち
、

額
面
金
額
の
合
計
額
が
一
兆
一
、
〇
三
四
億
四
、
六

三
五
万
円
に
相
当
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
五
条
関
係
）

２

法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
に
帰

属
す
る
権
利
義
務
の
範
囲
、
帰
属
の
時
期
そ
の
他
帰

属
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、同
会
計
の
所
管
大
臣（
特

別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
法
律
第
二
三

号
）第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
管
大
臣
を
い
い
、

内
閣
総
理
大
臣
を
除
く
。）が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て

定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

三

附
則

二
の
２
の
所
管
大
臣
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前

に
お
い
て
も
、
二
の
２
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
二
の
２

に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
財
務
大
臣
に
協
議
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二

項
関
係
）

四

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
六
月
三

〇
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
三
の

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

令
和
五
年
六
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
六
十
六
号

刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
刑
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
強
制
性
交
等
」
を
「
不
同
意
性
交
等
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
五
号
中
「
第
百
七
十
六
条
」
の
下
に
「
、
第
百
七
十
七
条
及
び
第
百
七
十
九
条
」
を
加
え
、「
強
制
わ
い

せ
つ
、
強
制
性
交
等
、
準
強
制
わ
い
せ
つ
及
び
準
強
制
性
交
等
」
を
「
不
同
意
わ
い
せ
つ
、不
同
意
性
交
等
」に
、「
強

制
わ
い
せ
つ
等
致
死
傷
）
及
び
」
を
「
不
同
意
わ
い
せ
つ
等
致
死
傷
）
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
中
「
強

盗
・
強
制
性
交
等
」
を
「
強
盗
・
不
同
意
性
交
等
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
号
中
「
第
百
七
十
六
条
」
の
下
に
「
、
第
百
七
十
七
条
及
び
第
百
七
十
九
条
」
を
加
え
、「
強
制

わ
い
せ
つ
、
強
制
性
交
等
、
準
強
制
わ
い
せ
つ
及
び
準
強
制
性
交
等
」
を
「
不
同
意
わ
い
せ
つ
、
不
同
意
性
交
等
」

に
、「
強
制
わ
い
せ
つ
等
致
死
傷
」
を
「
不
同
意
わ
い
せ
つ
等
致
死
傷
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
強
盗
・
強
制
性

交
等
」
を
「
強
盗
・
不
同
意
性
交
等
」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
二
十
二
章
の
章
名
中
「
強
制
性
交
等
」
を
「
不
同
意
性
交
等
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
六
条
か
ら
第
百
七
十
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
不
同
意
わ
い
せ
つ
）

第
百
七
十
六
条

次
に
掲
げ
る
行
為
又
は
事
由
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
又
は
事
由
に
よ
り
、
同
意
し
な
い
意

思
を
形
成
し
、表
明
し
若
し
く
は
全
う
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
さ
せ
又
は
そ
の
状
態
に
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て
、

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
婚
姻
関
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、六
月
以
上
十
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
る
。

一

暴
行
若
し
く
は
脅
迫
を
用
い
る
こ
と
又
は
そ
れ
ら
を
受
け
た
こ
と
。

二

心
身
の
障
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
又
は
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

三

ア
ル
コ
ー
ル
若
し
く
は
薬
物
を
摂
取
さ
せ
る
こ
と
又
は
そ
れ
ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
。

四

睡
眠
そ
の
他
の
意
識
が
明
瞭
で
な
い
状
態
に
さ
せ
る
こ
と
又
は
そ
の
状
態
に
あ
る
こ
と
。

五

同
意
し
な
い
意
思
を
形
成
し
、
表
明
し
又
は
全
う
す
る
い
と
ま
が
な
い
こ
と
。

六

予
想
と
異
な
る
事
態
に
直
面
さ
せ
て
恐
怖
さ
せ
、
若
し
く
は
驚
愕が
く

さ
せ
る
こ
と
又
は
そ
の
事
態
に
直
面
し
て

恐
怖
し
、
若
し
く
は
驚
愕
し
て
い
る
こ
と
。

七

虐
待
に
起
因
す
る
心
理
的
反
応
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
又
は
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

八

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
上
の
地
位
に
基
づ
く
影
響
力
に
よ
っ
て
受
け
る
不
利
益
を
憂
慮
さ
せ
る
こ
と
又
は

そ
れ
を
憂
慮
し
て
い
る
こ
と
。

２

行
為
が
わ
い
せ
つ
な
も
の
で
は
な
い
と
の
誤
信
を
さ
せ
、若
し
く
は
行
為
を
す
る
者
に
つ
い
て
人
違
い
を
さ
せ
、

又
は
そ
れ
ら
の
誤
信
若
し
く
は
人
違
い
を
し
て
い
る
こ
と
に
乗
じ
て
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
も
、
前
項
と

同
様
と
す
る
。

３

十
六
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
（
当
該
十
六
歳
未
満
の
者
が
十
三
歳
以
上
で
あ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
生
ま
れ
た
日
よ
り
五
年
以
上
前
の
日
に
生
ま
れ
た
者
に
限
る
。）も
、
第
一
項
と
同
様

と
す
る
。
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